
 

様式第９号（第９条関係） 

事業報告書 

 

事業名称 生駒市内限定置き配バッグモニター募集施策 

事業の内容（効果、

実績等を記入） 

（１）具体的な内容 

目的:物流 2024 年問題に対する消費者意識及び各家庭の SDGｓ参画意

識向上によるカーボンニュートラルな社会の実現 

内容:モニター募集チラシを生駒市内に配布し、(再配達の多い世

帯)・(子供のいる世帯と地域に関心を持っている世帯)・(高齢者世帯)

の異なる世帯対象に置き配モニターを募集。 

モニターからのアンケートや集配担当者のアンケートなど集まった

情報を元に地域の方々に向けて、置き配の利便性や 2024 年ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

問題、地域で頑張っている団体の取り組みなど SDGs 関連情報につい

て、情報誌を製作して発信する。 

（２）目標達成状況及び効果 

消費者の意識改革により 

➀再配達を減らす配慮→確実に受け取れる日時・場所の指定、宅配ボッ

クス・ロッカーの利用や置き配の推進 

⓶まとめ買いによる運送回数の削減→注文回数を減らすことによる配送

の削減 

が推進し再配達量が減少。結果として CO2 排出量の削減、生駒市内渋滞

の緩和、配送者の効率的な労働に繋がる。 

また物流 2024 年問題に対して消費者の許容が広がる事により 

・通信販売には送料が別途かかっている事の理解 

・商品値上げに対する理解 

が高まり物流２０２４年問題の解決に繋がる。 

・上記問題と現在地域で団体が取り組んでいる活動を繋げる事により地

域の課題や活動が周知され 2024 年ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ問題に対する消費者意識及び

各家庭の SDGｓ参画意識が向上する。 

 

本施策を実施し得られたアンケート結果等は添付報告書にて。 

〇モニター参加者の約 9割は、置き配バッグの活用が再配達削減に繋

資料３



 

がると感じており、今回のモニター施策では試算のとおり約 812 キロ

グラムの二酸化炭素排出を抑制することができた。一方で 26 人のモ

ニターが期間中に置き配バッグを使いたくても使うことができなか

った結果があり、今まで見えてなかった課題(※各会社独自のルール)

が見えてきた。 

〇置き配バッグの普及についてモニター参加者からの意見を聞くと、

置き配バッグの鍵の可否や設置場所に関する安全面と防犯面での不

安や、防水や大きさ・形・簡易な使用方法など置き配バッグの商品に

対する要望があった。また置き配バッグを使用してくれない配達業者

もあったためすべての配達業者で同じ配達データを使用して欲しい

や置き配ルールの統一を求める声が多く寄せられた。 

 ⇒単なる置き配バッグの周知だけではなく、大きさや鍵の可否など

商品性や販売している場所の情報も含めた周知が必要。また配達業者

それぞれが単独で動くのではなくお互い情報共有し消費者が望む置

き配ルールの統一化に向けての行動が求められる。 

〇集配担当者アンケートから簡易型宅配 BOX 等の利用世帯割合は

5.6%とまだまだ普及しているとはいえない、また集配担当者からも現

在、お客様の要望に沿えていないので”お客様の希望していることに

沿えれるルール作りが必要”との声が寄せられた。 

〇市民が実践している SDGs の取り組みについて、それぞれ取り組み

は違えど全員が実践していた、生駒市民の意識は高い。今後も新たな

SDGs に繋がるライフスタイルの提案や周知が効果的である。 

〇物流 2024 年問題について、モニターの 85%が消費者の立場でも協

力できることがあるとの意識を持っている。また集配担当者はそれぞ

れがどのような影響があって企業が今後どうすべきかのイメージを

持っている、企業としての今後の対応に期待したい。 

（３）参加者の声 

●置き配モニター施策に参加した市民の声 

・置き配バッグから取り出すのに時間がかかり不自由に感じた 

・置き配を普及させるにはもっと宣伝・周知が必要 

・置き配バッグは配達車にとって手間がかかるのではないか・・ 

・参加して思った以上に便利だった 

・無料モニターの紹介に対するインセンティブとか実施したらいいの

では・・ 



 

・再配達 0 になり、個人的に嬉しかった 

・これからもずっと利用したいです 

・置き配の後、ポストに配達完了の紙を入れて欲しい 

・全ての配達業者が統一した配達データを使用して欲しい 

・再配達を減らせる物だと感じた、これからも活用したい 

・置き配バッグに入れず裸で置いている事があった 

・安心して留守にできるのでよかった 

置き配バッグに〇サイズまで入るか表示があれば配達員が困らない

と思う 

・いいきっかけになった、今後も積極的に活用したい 

・荷物待ち時間削減にもなるので開いた時間を活用できてよかった 

・折りたたむのが多少面倒であったがコンパクトで良い 

・知らない人が多いと思う、感動した・・ 

・スーパーなど身近な場所で購入できたらと思った 

・宅配業者によっては設置してる真に入れてくれない 

・玄関先に設置することにより不在にしてると周囲にわかるのではな

いか心配になった 

・置き配バッグ購入に配達業者や公的支援金が必要と思う 

・受け取り側が置き配を望むような環境作りが大事だと思う 

・再配達を減らすことは受け取り側も配達側も 1回で済みメリットし

かないと思う 

・配達業者(配達員)に置き配バッグや宅配 BOX の使い方の周知が必

要、使ってくれない配達員がいた 

・家の中にいても入浴中だったり手が離せない時もあるので便利だっ

た 

・置き配バッグを知らない人が多いと思う 

・素晴らしい取り組み、感謝、普及に努めていただければと思う 

・携帯電話でかくにんしてから配達したらいいと思う 

・置き配バッグを設置していたのに配送業者が利用してくれなかった 

・再配達の連絡のストレスがなくなりました 

・人手不足の解消に協力したい 

・郵便局も事前にメールが欲しい 

・置き配バッグの強度をアップしたらいいと思う、さびやすい・・ 

・OKIPPA をだしっぱなしにするのは玄関で邪魔になり出来なかった 



 

・再配達は双方減らしたいと考えるので今後も利用したい 

・置き配取り扱いを配達業者で統一して欲しい 

・注文時に置き配バッグ利用を指定できたらいいのに・・ 

・玄関に付けるのが見た目気になった 

・再配達してもらえる意識を変える 

・食品が置き配できるようになればいいと思う 

・便利、CM を流されても・・・ 

・雨に濡れない場所やセキュリティ的に安心な場所の確保も必要 

●配達担当者の声 

・宅配 BOX や置き配バッグの大型化 

・使用方法をわかりやすくかんいにして欲しい 

・期待していない・・ 

・鍵がついていない置き配バッグがある。鍵を付けて欲しい・・ 

・バッグに住所の QR コードを付けて欲しい 

・宅配 BOX が付いているマンション等の BOX の箱数を増やしてほしい

(利用者が増えているため満杯の時がある) 

・このまま利用者が増えていけばいいと思う 

・社内ルール等、お客さまが希望していることに沿える形を取って欲

しいと願う 

・使いやすいものが増えて欲しいと思う 

・とにかく安全性を考えて置き配バッグを作って欲しい 

・宅配 BOX や置き配バッグの形や施錠方法がバラバラすぎて時間がか

かる事がある。できる限り統一性を持たせて欲しい 

・値段が高い、割引や公的支援が必要 

・2 つ以上入る置き配バッグも必要 

・文字通りの簡易 BOX の販売、現状は簡易とうたいながら簡易ではな

い・・ 

事業完了日 2024 年  11 月  11 日 



 

課題 

（１）事業に関する問題点 

限定個数に達した後も問い合わせの電話が殺到したことから個数100

個が生駒市の規模に合わせると少なかったと考えられる。 

100 個のモニター品を配布したがアンケートの返送がなかったのが

10 名だった。統計学的には仕方のないところだと考える。 

モニター品交付時に連絡先等を聞いておれば精度は上がるが、その分

個人情報の管理が必要になってくるのでどちらを取るかは難しかっ

た。 

今回、実施してわかった問題点としては、日本には配送業者が複数あ

りそれぞれに置き配の社内独自ルールがある。配達の情報が配送業者

間で共有ができないので個人から全ての配達業者に申請や情報を伝

える必要がありそれが手間であったり難しかったりする。 

配達員により置き配バッグへの配達経験が違うので情報周知や指導

が必要。 

（２）改善策や今後の展望 

消費者・各販売業者・配達業者・行政が共通の問題意識を持って同じ

方向を向いて取り組んでいく必要がある。 

消費者は再配達にならない意識。 

商品販売業者は配達日時の指定や配達方法の選択の提示。 

置き配バッグ・宅配 BOX 販売業者は、機能面・情報の周知や誰でも買

える価格設定・購入場所の設定。 

配達業者は、業者間のルール統一化・配達員への情報周知や指導。 

行政はそれぞれを支援する体制作り。 

まとめ 生駒市民・行政・配達業者が一体となり再配達を削減し働き

方改革(2024 年物流問題等)促進、 SDGs ライフスタイル推進、暮らし

やすい、働きやすい生駒市の実現に向けて取り組んでいきたいです。 

 

※適宜記載欄を拡大し、詳細に記述すること。 

※企画書、チラシ、事業実施時の記録写真等、事業に係る参考資料を添付すること。 

 



 









 



 

様式第９号（第９条関係） 

事業報告書 

 

事業名称 防災マルシェ２０２４ 

事業の内容（効果、

実績等を記入） 

（１）具体的な内容 

2024 年 9月 23 日（月祝）に、生駒駅北側のにぎわい広場ベルステー

ジにて、防災をテーマにしたマルシェを開催し、防災に取り組む企業

団体等がブースを出し、展示やワークショップ、防災グッズ販売など

をおこないました。 

当日は、生駒市内や奈良県下で防災啓発に取り組む団体が出展（店）

された他、陸前高田市を拠点に復興支援をされている団体および名古

屋市で東日本大震災の復興支援に取り組んできた大学生グループを

ゲストにお呼びし、東日本大震災での経験を踏まえてどのような備え

が必要かについて発信しました。 

（２）目標達成状況及び効果 

来場者数 175 名（クイズラリーカード配布状況より算出） 

市民が防災への第一歩を踏み出すきっかけを作ることができた。 

実際に大震災の被害に遭われた方や被災地支援に携わって来られた

方の生の声を市民に届けることで、より明確に災害の恐ろしさと防災

の大切さを伝えることが出来た。 

また、自治会の防災啓発担当者の参加もあり、本事業を水平展開する

きっかけになったと期待する。 

特に今回の大きな成果は、他団体へ事業への協力を通じて、防災を

軸にしたネットワークの幅を広げられたことである。このネットワー

クを生かして、今後さらに事業を拡大して実施していきたい。 

（３）参加者の声 

「参加しやすい雰囲気も良かった。」 

「普段意識していないが、こういったイベントは意識が高まります。」 

「奈良は自然災害が少ないのでついつい防災意識が低くなります。 

 こういったイベントを大々的にたくさんすることは大切だと思い 

ます。」等、 

普段防災へ意識が向かない市民へ良い効果があったと考えられる。 

 



 

事業完了日 令和６年１０月１１日 

課題 

（１）事業に関する問題点 

通りすがりの人も呼び込めるよう、駅前屋外会場で開催したが、天候

に左右されやすく、今回は無事に晴れたものの雨天時の開催について

課題である。 

雨天時に屋内で開催した場合、防災意識が高くない層へのアプローチ

について工夫が必要だと考える。 

 

（２）改善策や今後の展望 

ガールスカウトや生駒市防災士会など、防災に取り組む団体への出展

（店）のよびかけを継続的に行う他、ゲーム企画や非常食カフェなど、

防災意識が高くない層でも興味を持てるよう内容を充実させて継続

開催していきたい。 

※適宜記載欄を拡大し、詳細に記述すること。 

※企画書、チラシ、事業実施時の記録写真等、事業に係る参考資料を添付すること。 

 



 

様式第９号（第９条関係） 

事業報告書 

 

事業名称 チロル堂×リングスター～今日、みんなで地球のことを考えよう～ 

事業の内容（効果、

実績等を記入） 

（１）具体的な内容 

紙芝居・オリジナルチロル札ケース作り（リングスター）、リサイク

ルカードゲーム（ゴミの学校）、化学物質アレルギー対応のお菓子作

り・エシカルネイルワークショップ・サコッシュ作りワークショップ

（チロル堂） 

 

（２）目標達成状況及び効果 

・イベントには約 500 名が来場し、参加者の多くが対馬市のごみ問題

についてしっかりと触れるのは初めてだったため、その深刻さに驚く

とともに、自身も「できることから始めたい」との意見が多数見られ

た。特に、対馬市の実際の写真や流れ着いたごみを見るのはインパク

トがあり、また、プラスチックの原材料に初めて触れる人も多かった。 

・イベントが終わった後も、デコレーションした自分のケースを使用

して来店し、見せにきてくれていた。自分で学びながらデコレーショ

ンをしたケースなので、用途に限らず愛着を持って使用してくれてい

ると感じた。 

 

（３）参加者の声 

・（紙芝居を聞いて）対馬の海にごみがたくさん流れてきていること

を知ってびっくりした。こんなに大変なことになるなんて知らなかっ

たので、みんなでポイ捨てを減らす方法を考えなければならないと思

った。 

・初めてポイ捨てされるごみが可哀想だと思った。 

・（海洋プラスチック配合製品について）ごみを利用していると思え

ないくらい製品の模様がかっこいいので、ずっと大切に使っていくこ

とができそう。 

・物を大切にしていれば捨てるときにも感謝を込めて、リサイクルを

したり分別したりして、最後まで責任をもつことができるようになる



 

と思う。 

事業完了日 2024 年 9 月 30 日 

課題 

（１）事業に関する問題点 

【参加者の継続的な関与がしにくい】イベントは単発かつ学びのきっ

かけを作るためのものであり、参加者がその後も継続して自然につい

てやさまざまな問題に対して関心を持ち続けるかどうかが不透明な

ので、イベントが終わった後に学びを持続させる仕組みが弱いと、関

心が一時的なものに留まる可能性がある。 

 

（２）改善策や今後の展望 

【フォローアップイベントの実施で学びを定着させる】単発のイベン

トに終わらせず、定期的にフォローアップイベントやワークショップ

を開催することで、参加者が自然やさまざまな問題に対して関心を持

ち続けることができるように、チロル堂とリングスターがお互い持っ

ているリソースを活用し、両者の視点からサポートしていく。例えば、

生駒市内のイベントに両者共同で参加し、再度学ぶことができる場所

を提供する、等。（固定の店舗と製品があるので、製品を店舗に飾っ

ていると「作ってみたい」という声が子どもたちから多く上がったた

め、学びのきっかけとして 2 回目のワークショップを行うのは効果的

であると考える。） 

 

※適宜記載欄を拡大し、詳細に記述すること。 

※企画書、チラシ、事業実施時の記録写真等、事業に係る参考資料を添付すること。 

 


